
従業員マイカー通勤管理規程

第1条（目的）

この規則は、従業員が通勤のために使用するマイカーの管理に関する事項を定める。
第2条（用語の定義）

（1） この規定でいうマイカーとは、道路交通法に基づき運転免許を有して運転する従業員所有の車両(※)をいう。

※原則、従業員所有の車両とするが、事情によっては、他人所有のもの(例：父または兄弟の所有)でも例外的に認める。

（2） この規定でいう通勤とは、所属事業所への出勤および退社をいう。

（3） この規定でいう駐車場とは、会社所有の駐車場および、会社が従業員の車両を駐車させるために他から借用している駐車場をいう。

第3条（所管）

　この規定に関する事項は総務部の所管とする．

第4条（マイカー通勤許可）

（1） マイカーによる通勤をしようとするものは、予め、マイカー通勤許可申請を行い許可を受けるものとする。この許可を受けないものは、マイカー通勤をしてはならない。

（2） マイカー通勤許可の有効期限は、許可を受けた日の翌日から起算して▲年間とする。この有効期間後も継続してマイカーによる通勤をしようとする者は、期間満了の1ヶ月前までに許可の更新を受けるものとし、以後も同様とする。

（3） マイカーによる通勤者が、マイカー通勤許可の有効期間中に通勤車両を変更する場合、予め変更後の車両に付き第（1）項に定める許可を受けるものとする。

（4） 第（1）項および第（2）項の許可および更新の手続きに際しては、本規程第7条に定める内容の自動車保険証券および自動車免許証のコピーを添付し、当該手続きを行うものとする。
（5） 前項の自動車保険証券に記載の保険契約が会社の団体扱契約の場合は、当該保険契約の更新の有無について、会社は代理店に照会、確認できるものとする。自動車保険が更新されていることが確認できた場合には、自動車保険証券のコピーの添付を要しないものとする。
（6） マイカーによる通勤者が、マイカー通勤許可の有効期間中にマイカーによる通勤を中止もしくは廃止する場合は、その旨会社に届け出るものとする。
（7） マイカー通勤許可の有効期間中であっても、会社側に駐車場を廃止しなければならない事情が生じた場合は、会社は第（1）項に定めるマイカー通勤許可を何時にても取り消すことができる。

（8） マイカーによる通勤に付き、第（1）項に定める許可を得たものが、次の各項のいずれかに該当した場合には、会社は、許可を取り消しまたは停止することができる。

　　ａ．本規程第5条、第6条に違反して、マイカーを業務に使用したとき

ｂ．自動車保険を解約もしくは変更し、本規程第7条に定める要件を満たさなくなったとき

ｃ．重大事故を起こしたとき

ｄ．第（3）項、第（4）項に定める手続きを怠ったとき

ｅ．運転免許の取消・停止の行政処分を受けたとき

第5条（業務使用の禁止）

マイカーを会社の業務のために使用することは、禁止する。

第6条（運転の禁止）

マイカーを運転する者は、次の各項に該当する場合、マイカーの運転を絶対にしてはならない。また、これに違反してマイカーを運転中に事故を起こした場合には、私用中・業務中を問わず、会社は一切その責任を負わない。

（1） 飲酒した場合
（2） 過労疾病のため心身が疲労しているとき

（3） 自己の車両が整備不良(装置の不備、調整の不完全)のとき

（4） その他道路交通法など法令が禁止している事項に該当するとき

第7条（自動車保険への加入）

マイカーを通勤のために使用する者は、強制保険の他に付表に定められた保険に加入しなければならない。

付　表

	車　種

保険種類
	普通車
	自動二輪車
	原付自転車

	対人保険
	無制限
	無制限
	無制限

	対物保険
	1,000万円以上
	1,000万円以上
	500万円以上


第8条（交通費の支給）

本規程第4条によりマイカーによる通勤を認められた者に対しては、会社の規定により通勤費を支給する。
第9条（事故の責任）

（1） マイカーによる通勤者が、通勤途中の事故によって第三者に損害を与えた場合、会社は一切責任を負わない。

（2） 会社の駐車場内におけるマイカーの破損、盗難等の事故についても会社は責任を負わない。

（3） マイカーによる通勤者が、本規定第4条、第5条、第6条、第7条に違反して事故を起こし、そのため会社が損害を受けたときは、会社は当該本人に対して会社の受けた損害につき賠償を請求することがある。
付　則

（1）この規程は２０▲▲年▲月▲日よりこれを実施する。

（2）この規程の実施日以前にマイカーによる通勤を行っている従業員については、前項の実施日から２０▲▲年▲月▲日までの間に第4条に定める許可を得るものとする。
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